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奈
良
も
の
う
１
ぐ
⑭

京
都
府
木
津
川
市
の

「木
津
の
文
化
財
と
緑
を

守
る
会
」
（岩
井
照
芳
会

長
）は
昨
年
（平
成
帥
年
）、

設
立
４０
周
年
を
お
迎
え
に

な
っ
た
、
お
め
で
と

，ス
』

ざ
い
ま
す
。

昭
和
５‐

（１
９
７
６
）

年
、
奈
良
時
代
の
官
庁
跡

と
み
ら
れ
る

「上
津

（こ

う
づ
）
遺
跡
」
が
木
津
川

沿
い
の
港

（泉
津
）
の
一

角
で
発
見
さ
れ
た
。
協

ハー
９
７
８
）
年
こ
の
保

存
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た

が
、
望
み
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。

「失
敗
の
最
大

の
原
因
は
、
歴
史
の
知
識

が
不
足
し
て
い
た
こ
と

だ
」
と
の
反
省
か
ら
、
同

年
４
つ
の
研
究
部
会
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
成
果
を
講

演
会
や
町
の
広
報
誌
に
発

表
し
て
こ
ら
れ
た
。

岩
井
会
長
に
は
平
成
鋤

（
２
０
０
８
）
年
Ю
月
、
「興

福

寺

の
廃

仏

毀

釈

」

を

テ
ー
マ
に
講
話
と
現
地
見

学
会
を
お
願
い
し
、
約
２０

人
の
仲
間
と
旧
境
内
地
を

歩
い
た
。
会
長
の
深
い
知

識
と
丁
寧
な
ガ
イ
ド
ぶ
り

に
は
感
服
し
た
。

昨
年
１１
月
、
同
会
は
設

立
舶
周
年
記
念
誌
を
発
刊

さ
れ
た
。
充
実
し
た
研
究

レ
ポ
ー
ト
の
な
か
で
特
に

目
を
引
い
た
の
が
、
「
木

津

晒

（
き

づ

ざ

ら

し

ご

奈
良
晒
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。「麻
の
織
物
で
肌

ざ
わ
り
が
よ
く
、
汗
も
は

じ
く
の
で
、鎌
倉
期
以
来
、

神
官
や
僧
尼
の
衣
に
好
ま

れ
て
き
た
。
江
戸
時
代
初

め
、
清
須
美
源
四
郎
が
晒

法
を
改
良
、
徳
川
家
康
に

誉
め
ら
れ
、
幕
府
の
保
護

を
受
け
て
販
路
も
拡
大
し

た
。
明
暦
３
（１
６
５
７
）

年
、
奈
良
町
の
惣
年
寄
が

麻
布
に
検
査
印
を
押
す
こ

長
は
古
文
書

『
山
城
判
場

（
は
ん
ば
）
之
白
緒
』
な
ど

か
ら
、
本
津
晒
は
独
立
し

た
プ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
布

に
検
査
印
を
押
す
判
場
が

木
津
に
あ

っ
た
こ
と
を
突

き
止
め
た
の
で
あ
る
。

こ
ん
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
も

添
え
ら
れ
て
恥
る
。
「
筆

者

（
岩
丼
会
長
）
の
近
所

に
お
住
い
の
ハ
ン
ジ

（
屋

号
）
さ
ん
と
世
間
話
を
し

て
い
る
と
き
、
偶
然

『
う

ち
の
家
は
木
津
の
判
場
で

印
を
押
す
こ
と
を
生
業
と

し
て
い
た
』
と
闘
か
さ
れ

び
っ
く
り
し
た
」。

会
長
は

「今
も
木
津
川

市
の
経
済
。
文
化
圏
は
奈

良
で
、
京
都
府
民
は

『本

津
は
奈
良
』と
見
て
い
る
。

し
か
し
奈
良
県
民
か
ら
す

る
と

『木
津
は
京
都
』
と

な
り
、
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
恭

仁
京

（く
に
き
ょ
う
）
の

研
究
や
復
元
整
備
が
進
ま

な
い
の
も
、
そ
れ
が

一

因
」。同

会
は
今
も
活
発
に
研

究
や
講
演
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
鹿
背
山

（か
せ

や
ま
）
城
跡
の
整
備

（こ

れ
ま
で
に
約
３
０
０
回
）

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
務
局
長
の
後
藤
啓
治

さ
ん
は
記
念
誌
に

「城
整

備
雑
感
」
と
し
て
、
こ
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「草
を
刈
る
人
、
倒
木
を

切
り
、
細
か
く
裁
断
し
、

置
き
場
を
確
保
す
る
た
め

の
場
所
整
備
等
、
全
員
が

一
心
不
乱
に
作
業
に
専

念
」

「２
時
間
程
で
作
業

が
終
わ
り
、
改
め
て
周
囲

を
見
渡
す
と
、
あ
れ
ほ
ど

荒
れ
て
い
た
主
郭
が
見
事

に
整
備
さ
れ
、
見
学
に
来

ら
れ
た
人
々
に
感
動
を
与

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を

実
感
し
た
」

「汗
を
拭
き

な
が
ら
、
終
わ
っ
た
後
の

達
成
感
は
、
行
っ
た
者
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
満
足

慮
て
い
つ
も
満
ち
て
お
り

ま
す
」
。

こ
の
城
跡
は
今
年
中

に
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

る
予
定
だ
。
ま
た
同
会
の

尽
力
に
よ
り
、
奈
良
時
代

の
梅
谷
瓦
窯

（が
よ
う
）

跡
が
保
存
さ
れ
た
。

記
念
誌

（限
定
１
０
０

部

）

は

送

料

込

み

１
０
０
０
円
で
購
入
で
き

る
。
同
会
の
サ
イ
ト
ま
た

は
お
電
話
で

（
事
務
局

０

９

０

１

５

１

２

９

１

８
９
０
８
）。

こ
れ
か
ら
も
旺
盛
な
活

動
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

＝
毎
月
第
４
週
連
載
＝

と
に
な

っ

た
」
「
奈
良

駄
は
ろ
ば

ソ
ム
リ
エ

検
定

公
式

テ
キ
ス
ト

プ
ッ
ク
し
。

一
方
、
本

津
晒
の
実

態
は
よ
く

分
か
ら
な

か
っ
た
。
今

回
、
岩
井
会

地
元
を
学
び
見
守
り
４０
年

鹿背山城跡から泉津を望む


